
求める教員像

「自立に向かって成長する子ども」の育成を推進する教員
○岡山市の教育に夢と希望をもち，使命感に燃えている人
○子どもへの愛情をもち，自らも成長していくことができる人
○子どもの知・徳・体のバランスのとれた力を向上できる専門的な知識・技能のある人
○�中学校区を単位とした学校園一貫教育（岡山型一貫教育）と岡山市地域協働学校の趣旨を理解し，実践する
ことができる人

○社会の変化や新しい教育課題に柔軟に対応できる人
○豊かなコミュニケーション能力，社会人としての良識をもち，他者と協調できる人

出願期間
公開日　4月3日（月）
電子申請　4月19日（水）～5月15日（月）17：00

試験日程

1次試験
　試験日　筆記試験・特別面接：7月8日（土）　集団活動：7月15日（土）・16日（日）
　合格発表日　8月2日（水）
2次試験
　試験日　筆記試験：8月11日（金）　個人面接・実技・模擬授業・口頭試問等：8月11日（金）～13日（日）・
　19日（土）・20日（日）　　合格発表日　9月21日（木）

年齢制限 昭和39年4月2日以降に生まれた者

募集教科 ［小］　［中］国語，社会，数学，理科，音楽，美術，保健体育，技術，家庭，英語　［養］　［栄］

特記事項

■特別選考　①社会人経験者を対象とした特別選考　平成30年4月1日～令和5年3月31日の間に民間企
業等の正規職員として1か所3年以上勤務し，教科に関する専門的な知識等を有する者は，1次を免除し，特別
面接を実施。②教職経験者を対象とした特別選考　㋐現職教諭を対象　［養・栄］志願者で，国公私立に正規
［養・栄］として在職中で，通算3年以上の在職経験者は，1次を免除し，特別面接を実施。㋑岡山市元教諭を対
象　岡山市立に正規教諭として通算3年以上の在職経験があり，教職経験のある校種等，教科の志願者は，1
次を免除し，特別面接を実施。③講師等経験者を対象とした特別選考　令和4年度一般選考で2次の受験資格
を得，同年度と同一の受験区分及び教科で受験する者であり，令和5年度に常勤講師等として岡山市立等で勤
務し，所属長の推薦を得た者は，1次を免除。④理科教育推進の特別選考　［小］［中］理科志願者で，「理数系教
員（CST）養成拠点構築プログラム」修了（修了見込を含む）者は，1次の教職・一般を免除。⑤大学等推薦特別
選考　［小・中］志願者で，規定の要件を満たし，大学等が推薦する者は，1次の教職・一般を免除。
■身体に障害のある者を対象とした選考　

岡山市
F i l e  N o. 02

小学校 中学校 高等学校

いじめ（件） 1,788 658 －
不登校（人） 534 736 －

▼�令和３年度　問題行動調査でのいじめの認知件数
と不登校児童・生徒数（市立学校）

▼�受験者数等推移
受験者数 採用予定者数

面　積 790㎢
人　口 716,128人
市の花 キク
市の木 クロガネモチ
市の鳥 タンチョウ
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　〈教職教養〉では例年，教育心理と教育史を除く各

分野から五択形式で出題されており，今年度も同様の

傾向であった。

　学習指導要領では総則が頻出である。今年度は小・

中学校学習指導要領総則の「第1 小（中）学校教育の

基本と教育課程の役割」と「第5 学校運営上の留意事

項」の理解を問う問題が出題された。

　教育原理（特別支援教育，人権教育，情報教育等）

のうち，特別支援教育では「交流及び共同学習ガイド」

（2019年）から「第1章 交流及び共同学習の意義・目

的」に関する問題が出題された。人権教育では，「人権

教育の指導方法等の在り方について［第三次とりまと

め］」（2008年）が出題されやすく，今年度は「第2章 

第3節 1．(3) イ．人権尊重の理念の理解と研修を通

じて身に付けたい資質や能力」が出題された。また，

ご当地問題として「岡山市人権教育及び人権啓発に関

する基本計画」（2021年）も出題されている。情報教

育では「GIGAスクール構想の実現へ」が出題された。

　生徒指導では幅広い領域から出題されており，今年

度は「児童生徒の教育相談の充実について（通知）」

（2017年）が出題された。

　教育時事においてご当地問題は必出である。今年

度は，「第3期岡山市教育振興基本計画」（2022年）か

ら「自立に向かって成長する子ども」の育成のために

教職員に求められる資質・能力の理解を問う問題がみ

られた。

　教育法規では，教育基本法第2条と学校保健安全

法第26～29条が出題された。

　〈一般教養〉のうち，人文科学では例年，国語（現代

文読解，文法）と英語（会話文，文章読解）から出題さ

れており，今年度も同じような傾向となった。社会科

学では，必出の時事のほか，倫理を除く各分野から幅

広く出題されている。今年度は，時事（FIFAワールド

カップ，電力需給ひっ迫注意報，岡山城の大改修）の

ほか，地理（ヨーロッパ）等に関する問題が出題された。

自然科学では例年，数学（式の計算，平面図形等）と

理科全般から幅広く出題されており，今年度も同様の

傾向であった。

▶頻出の学習指導要領総則
▶教育時事で必出のご当地問題
▶時事では岡山城の大改修などについても

2024年度（2023年実施） 筆記試験DATA

一般教養
全11問

教職教養
全9問

英語

2

数学

2

国語

2
学習指導
要領

1

地域

2

教育原理

3
理科
（化地）

2 社会
（地歴）

2

時事

1

教育法規

2

生徒指導

1

＊「地域」には「教育原理」「教育時事」も含まれる。
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